










































































































(1 M F)理事会は我国の借入申詰305百万ドノレを承認， c前年収支は大巾赤


































43年127{立ドル， 44年156億ドノレ， 45年190億ドJレと 5年間で倍増というや1I
長ぶりを示しているo










なる o 47年 3月15日外貨準備高を110億ドノレとする目標を設定，昭和48年 2
月14日変動相場制へ移行 1ドjレ=270円前後となった。
此期間に我国の輸出は激増し， 46年235億ドノレ， 47年280億ドノレ， 48年362
億ドjレ， 49年544億ドノレ， 50年547億ドノレと 5年間に2.5倍と増伸し，輸入に
















































































































































































































































































































55. 12. 16 
外国為替等審議会













































































をつけている口昭和56年は 198円から 247円まで下落したのち 213円へ反騰し
たが，乙れに比しても昭和57年の円安ぷりは自に余ると報じられている o
外貨準備高についてみると，大蔵省の発表によれば，昭和57年10月末のそ
れは228億 4千万ドノレであり， 9月末に比し 11倍、 6千 9百万ドノレの減少とな































昭和57年11月14日付日本経済新聞によれば， 450社の 9月中間決算・ 5年
ぶり減収減益・経常益15.1%減るとの見出しのもとに 19月中間決算では為
替相場の円安進行が企業業績に大きな影響を及ぼしたロ 57年度上期 (4-9  















"lt goes without saying that the task of the Bank of ]apan is to 
stabi1ize the value of the yen." 
"at the start of the Bank of ]apan' s second century， 1 should like 
to reiterate our determination to do our utmost to carry ou.t the task 






年) 4-6月ム2，396(百万ドノレ，以下同じ) 7 -9月ム3，670 10-12月ム























































































































(1) 日本経済新聞 昭和57年 7月5日付記事「小口インパクトローン急増・規模は
5-10万ドル・理髪居，すし屋さんも利用」
(12) 福井博夫編著外国為替管理法 247"-"262頁
(13) Ibid p.p. 312.-..，316 
(14) 関 要・渡蓬敬之共著析しい外国為替管理法 109頁
(15) 日本経済新聞 昭和57年4月27日付記事「ゼロ・クーポン債，魅力は抜群の高
利率」
(1日朝日新聞昭 和57年 4月29日付 9頁








制 "LookJapan" november 10. 1982 PP. 10.-..，12 
"The Bank of Japan Celebrates ]ts Centennial" 
伺 日本経済新聞昭和57年10月26日付経済教室，大海 宏準「当分続く円安相
場J表 1本邦国際収支
帥村上泰売「新自由主義経済政策批判」中央公論昭和57年12月号 148頁
以上
